東京経済大学陸上競技部メールニュース2014-13(2014.8.20)
第62回大阪経済大学戦結果　　8月16日（土）　上柚木公園陸上競技場
～10連覇達成！　5種目で大会新！！！～

 

戦い終わって両校集合写真　　　　　　　　　　10連覇達成！賞状・優勝杯

＜総合成績＞
	順位
	大学
	トラック
	フィールド
	総合

	優勝
	東京経済大学
	36
	21
	57

	2位
	大阪経済大学
	8
	15
	23


対戦成績　　東経大　26勝36敗
＜個人賞＞
最優秀選手賞　　糟谷　 翔（東経・2）　100ｍ優勝、200ｍ大会新・優勝
最優秀新人賞　　藤山悠斗（大経・1）　800ｍ優勝、1500ｍ大会新・2位

気温30℃、曇りの天気で多少救われましたが、今年も蒸し暑さの中伝統の対校戦が開催されました。
今回も全日本大学駅伝出場を決めている大阪経済大学との戦い、両校譲れない長距離種目（5,000ｍ）での勝利を含め、圧倒的強さで10連覇を狙って戦いました。
結果は、200ｍ・糟谷（2）、400ｍ・佐藤隆世（3）、1500ｍ・成原（4）、5,000ｍ・吉村（3）、走幅跳・佐藤耕太（3）の5種目で大会新記録を樹立し、圧倒的勝利を果たしました。特に、5,000ｍでは全日本大学駅伝出場の大経大と箱根駅伝出場を目指す東経大の面子がぶつかり合う種目、大経大の名匠鶴谷監督（報徳学園高校監督時代に全国高校駅伝3連覇達成）は「ほかの種目はどうでもええ、5,000ｍだけは負けられまへん。」と語られるほど気合が入っていました。その5,000ｍは序盤から大経大が主導権をとって引っ張る展開、しかし、吉村（3）と五十嵐（4）が辛抱強くその後方につけ4,000ｍ過ぎから、3人に絞られデッドヒートを繰り広げましたが、ラスト1周で吉村が飛び出しそのままゴール、五十嵐も3番手から2番手にあがり、東経大が1,2位独占を果たしました。この種目の勝利は実に20年ぶりです。
終わってみれば大差の勝利でしたが、対校種目出場選手とオープン参加選手との差が大きいなどまだまだ課題の多いチームであると認識させられました。秋季シーズンはこの課題の克服を目指します。

 
 

200ｍ　糟谷　　　　　　　　　　　　　400ｍ　佐藤隆世（右）　　　1500ｍ　成原（一番後方）
 
　 

　　　　5000ｍ　吉村、五十嵐友也　　　　　　　　　　　　　走幅跳　佐藤耕太

【対校】
100ｍ（+2.1）
１位　　糟谷　翔（2）　　10″85
２位　　佐藤耕太（3）　　11″07　　自己新
３位　　栗原正海（1）　　11″18
※石坂（4）が抜けたあと糟谷（2）に続く10秒台が育ってくれることが課題。

200ｍ（+0.6）
１位　　糟谷　翔（2）　 　21″55　　大会新
２位　　佐藤隆世（3）　　 22″18
３位　　金井優介（1）　　 22″59　　自己新
※エース糟谷（2）、2番手佐藤隆世（3）、3番手は1年生から

400ｍ
１位　　佐藤隆世（3）　　 48″87　　大会新・自己新・関東IC標準B突破
２位　　本間　 諒（2）　　50″17
３位　　上野弘貴（1）　　 50″66
※佐藤隆世（3）が48秒台入り、糟谷（2）も48秒台を持っており、1,2年生の台頭も望め、史上最強の　　　　　　　　　　　　　　400ｍチームと成りそうな気配。
800ｍ
２位　　島田　 陵（1）　  1′57″24
３位　　末田龍之介（1）　 1′57″35
※今回優勝を大経にさらわれ、力の無さを痛感。練習あるのみ。

1500ｍ
１位　　成原貴之(4)　　　 3'56"19　　大会新
３位　　堀田将純(2)　　 　4'00"34
５位　　大蒲　豪(3)　　 　4'07"41
※成原（4）は貫禄の勝利。堀田（2）、大蒲（3）レベルの選手は最低3分台を死守してほしかった。

5000ｍ
１位　　吉村　 匠(3)　　 14'44"62　　大会新
２位　　五十嵐友也(4)　　14'47"60　　大会新
６位　　井上雄一(3)　　　16'00"62
※この種目、20年ぶりの勝利。五十嵐（4）も春先の不調から復活の気配。

4×100ｍ
１位　　栗原（1）・糟谷（2）・佐藤隆（3）・佐藤耕（3）　　41″87
※4年生が抜けた後、初のメンバーによる4×100ｍだったが、41秒台の記録は収穫。

4×400ｍ
１位　　栗原（1）・本間（2）・上野（1）・島田（1）　　　3′22″50
※この種目、3分10秒切りを目指せるチーム、そのためにはこのメンバーの成長が不可欠。

走高跳
１位　　後藤孝平（2）　　　1ｍ95
２位　　若杉颯一郎（1）　　1ｍ90
３位　　吉田丞児（2）　 　 1ｍ90
※1ｍ95はどんな条件でも普通に跳ぶ。そういうレベルの3人に成長してほしい。

走幅跳
１位　　佐藤耕太（3）　　　7ｍ17（+1.7）　　大会新
２位　　荻原良平（2）　　　6ｍ72（+1.3）　　
５位　　後藤孝平（2）　　　6ｍ39（+2.3）
※佐藤耕太（3）の大会新記録は立派だが、このレベルの選手ではない。

三段跳
１位　　丹生谷薫（1）　　　14ｍ11（-0.3）　　大学新
２位　　荻原良平（2）　　　14ｍ05（+1.0） 　大学新
４位　　岩切祐太（1）　　　13ｍ44（+1.8）
※丹生谷（1）、荻原（2）にとって久々の14ｍ台、これをきっかけに飛躍してほしい。
砲丸投
１位　　鈴木雄大（2）　　　11ｍ58
５位　　黒沢晃希（1）　　　8ｍ73
※鈴木雄大（2）には普通に12ｍ台を投げてほしい。

円盤投
２位　　鈴木雄大（2）　　　28ｍ95
５位　　黒沢晃希（1）　　　21ｍ24
６位　　前田洋志（1）　　　16ｍ60
※投擲選手ただ一人の鈴木が2位と健闘。

やり投
４位　　黒沢晃希（1）　　　35ｍ57
５位　　吉田丞児（2）　　　28ｍ57
６位　　鈴木雄大（2）　　　28ｍ14
※やり投げ専門選手が居ないため、唯一、無得点に終わった。

【オープン】
100ｍ
1組（+0.9）
石坂有章（4）　　　10″93
阿見優輝（4）　　　11″16
境田雄太（4）　　　11″16
小田島義則（1）　　11″22
佐藤隆世（3）　　　11″22
※10秒台の石坂ほか4年生が健闘。
2組（+1.7）
金井優介（1）　　　11″06　　自己新
瀬戸口直雅（OB）　11″27
布施祐汰（3）　　　11″37
※金井の自己新は立派、いよいよ10秒台が射程圏に。
3組（+0.5）
金田翔平（OB)　　 11″38
平田  翼（4）　　　11″49
青木琢実（1）　　　11″67
4組(+1.3)
岩切祐太（1）　　　11″26
黒沢晃希（1）　　　11″86
佐藤裕太（2）　　　11″85
※跳躍選手の岩切が100ｍでもそこそこ走れることが確認でき収穫。

200ｍ
1組（+1.0）
石坂有章（4）　　　22″19
布施祐汰（3）　　　22″88
2組（-0.9）
岩切祐太（1）　　　22″93
柚木誠太（2）　　　24″44

400ｍ
佐藤裕太（2）　　　53″36

1500ｍ
安藤雅紀(3)　　　　 4'02"11　　自己新
※安藤はこの種目で関東インカレ出場を狙える選手。安定感が課題。
１組
池田敬生(2)　　　　 4'15"40
ウゴジエケ登也(1)　 4'10"77
※ウギジエケが自己ベストに近い走り、秋季が楽しみ。
２組
加藤寛基(3)　　　　 4'10"81

5000m
1組
後藤　駿(4)　　　　15'08"81
栃木祐輝(4)　　　　15'25"50
橋本悠利(4)　　　　15'16"29
吉崎竜星(4)　　　　16'19"61
桜井悠輔(3)　　　　16'34"87
星雄太朗(3)　　　　16'09"53
2組
松田晶夫(4)　　　　16'45"09
大木敬太(4)　　　　16'09"11
山田　嶺(3)　　　　16'05"11
濱島裕貴(3)　　　　15'46"81
山城翔輝(2)　　　　16'33"93
鷲見裕太(2)　　　　16'17"27
福田拓未(1)　　　　16'02"96
田中樹来(1)　　　　16'08"20
小泉喬寛(1)　　　　16'24"28
高橋雄聖(1)　　　　16'35"36
※結果の上では、対校選手との差があり過ぎる。こんな差は無いはず。

110ｍH（+-0）
小田島義則（1）　　14″96　　自己新
前田洋志（1）　　　15″27
野村謙太（4）　　　15″51
黒沢晃希（1）　　　16″11
青木琢実（1）　　　16″20
※小田島は、今シーズン、チーム内初の14秒台、他の選手も後に続け。

4×400ｍ
東経A＜柚木（2）・佐藤隆（3）・阿見（4）・平田（4）＞　　3′21″19
東経B＜境田（4）・末田（1）・金井（1）・佐藤裕（2）＞　　3′29″53
1組
駅伝A ＜大木（4）成原（4）吉崎（4）五十嵐（4）＞ 　　　　　3'42"77
駅伝B ＜星（3）・濱島（3）・桜井（3）・山田（3）＞　　　 　3'52"85
駅伝C ＜井上（3）・大蒲（3）・吉村（3）・安藤 （3）＞　　　3'40"84
駅伝D＜鷲見（2）・池田（2）・山城（2）・堀田（2）＞　　 　3'45"85
駅伝E ＜小泉（1）・福田（1）・田中（1）ウゴジエケ（1）＞　 3'41"97

走高跳
丹生谷薫（1）　　　1ｍ90
荻原良平（2）　　　1ｍ70
※専門外の種目で丹生谷の1ｍ90は、彼の競技能力の高さを感じさせられた。
走幅跳
丹生谷薫（1）　　　6ｍ62（+2.3）
岩崎貴幸（4）　　　4ｍ54（+3.5）

三段跳
岩崎貴幸（4）　　　13ｍ59（+0.6）

やり投
前田洋志（1）　　　19ｍ15
ご来場ありがとうございました。※確認できた方を記載させていただきました。
＜父母の会＞
成原祐介（ご家族）、前田隆弘、橋本裕一（ご家族）、佐藤桂子、布施清二（ご家族）
＜葵走会＞
今井中（昭30）、伊藤乾司（昭37）、金安義隆（昭37）、鈴木幸三（昭38）、小竹央男（昭38）梶浦義信（昭38）、田辺譲（昭45）、塚田裕（昭60）、瀬戸口直雅（平22）、関野山慎治（平22）、大和田真慈、作井啓介松尾俊輔、金田翔平（以上平24）
＜コーティングスタッフ＞
片瓜仲夫、長崎宣夫、添田正美、井出亘、上阪哲也
＜フォト＞
開会式


 

　　　　大会会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　選手宣誓
競技

　

　　　　　　　100ｍ優勝　糟谷　　　　　　　　　　　　100ｍ　OB　瀬戸口


 

　　　　　　100ｍOP 自己新　金井　　　　　　　　　　　100ｍOP　佐藤裕太


 

　　　100ｍOP　境田と石坂　　　　　　　　　　　　　　200ｍ　大会新　糟谷

 

　　　　　　200ｍOP　布施　　　　　　　　　　　　　　　　200ｍOP　柚木


 
　　
　　　400ｍ大会新で優勝　佐藤隆世（右）　　　　　400ｍ　3位　上野

 

　　　　　1500ｍ　対校　　　　　　　　　　　1500ｍ　ラストスパートで成原が抜け出し大会新で優勝

 

　　　　1500ｍOP　ウゴジエケ登也　　　　　　　　　　　　5000ｍ対校　

 

　5000ｍ　１位吉村、2位五十嵐ともに大会新　　　110ｍH　　　全員が東経大

 

　　　110ｍHチーム内の戦い　　　　　　　　　　　　800ｍ　2位島田（右）、3位末田（左


 

　　　4×100ｍ　1走金井　　　　　　　　　　　　4×100ｍ　3走・佐藤隆⇒4走・佐藤耕

　

                スターター　　　　　　　　　　　　駅伝ブロック4×400ｍ　OP

 

　　　4×400ｍ対校　1走　本間　　　　　　　　4×400ｍOP　阿見（前）と対校の上野（後）

 

　　　　　走高跳　優勝　後藤孝平　　　　　　　　　　　　3位　吉田

 

　　　走幅跳　大会新で優勝　佐藤耕太　　　　　三段跳　優勝　　丹生谷

 

三段跳　2位　荻原　　　　　　　　　　　　　砲丸投　優勝　鈴木雄大
閉会式

 

　　　　　両校選手たち　　　　　　　　　　　　　　　　　司会は主務　佐藤隆世

 

　　　成績発表　主将　鈴木泰志　　　　　　　　　　　　　優勝杯授与

 

　　　最優秀選手賞　　糟谷　　　　　　　　　　　　　終了後のミーティング
その他


 

大勢のOBが応援に駆け付けてくれました　　　　　平成24年卒の若手OBたち

 

　　瀬戸口（H23）と石坂　　　　　　　　　　　　　　大会運営の要　本部は大忙しでした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇親会

 

　　開会挨拶　田辺葵走会会長　　　　　　　　　　挨拶　岡本大経大OB会会長

 

　　　乾杯　成原父母の会会長　　　　　　　　　　1年生余興　漫才？

 

　　　　　余興　幽体離脱　　　　　　　　　　　　　　笑い　指導者

 

　　　　　　　　　　　　　　　　会場内も大盛り上がり

 

　　　　　陣内部長も大笑い　　　　　　　　　　　　　　　和気藹々
夏季菅平合宿　　8月1日～6日　　　菅平
　秋季シーズンに備え、全ブロックで菅平合宿を行いました。今までの東経大の殻を破ろうと、全員が高い意識を持って練習に取り組むことができました。楽しみなシーズンになりそうです。
＜菅平合宿フォト　スプリントブロック編＞

 

サニアパーク陸上競技場　　　　　　　　　　ウォーミングアップ

 

チューブ負荷走　　　　　　　　　　　　　　　大忙しのマネージャー

 

片瓜スプリントブロックコーチ　　　　　　　　南アルプス

 

2日目練習開始　　　　　　　　　　　　　　　本練習前の流し

 

走り高跳　若杉　　　　　　　　　　　　　　　砲丸投　鈴木雄大

 

砲丸投　黒沢　　　　　　　　　　　　　　　　110ｍH　前田

 

110ｍH　小田島　　　　　　　　　　　　　　ビデオ係　平井

 

ハードルを利用しての基礎トレーニング　　　　スターター　松村

 

スタート練習　　　　　　　　　　　　　　　　ウィンドスプリント

 

坂ダッシュ　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターバル

 

石坂前主将がマネージャーをフォロー　　　　　　4年生が訪れてくれました

 

レペテーショントレーニング　　　　　　　　　　　ダボスで集合写真

 

元気です！　1年生　　　　　　　　　　　　高校時代のユニフォームで　1年生 
＜菅平合宿フォト　駅伝ブロック編＞

 

3日目　朝練習　この日は5時50分から　　　　湿原コース（2.1KM）をジョギング

 

　　　　　　　　4日目　早朝ロード走　7.1ｋｍコース・5時30分スタート

 

　　　　　　　　　　　Aチーム　　　　　　　4日目午後　クロスカントリーコースで距離走　

 

Aチーム前半先頭は井上・吉村　　　　　　　　Aチーム後半は山城・後藤で引っ張ります

 

Bチームを引っ張るのは安藤　　　　　　　　　500ｍ過ぎから一気の登り

 

最終日　峰の原クロスカントリーコース　　　　　A、B、Cに分かれてスピード練習

 

アップダウンに悪戦苦闘　　　　　　　　　　　練習を見守る金ADコーチ

 

歯を食いしばって　堀田（2）　　　　　　　　　合宿終了！　集合写真

　　　　　　　　　　　　　　　＜菅平合宿フォト　ホテルシュワルツ編＞

 

2日（土）　全体ミーティング　　　　　　　　陣内部長レクチャー

 

鈴木泰志主将　「秋季シーズンにかける決意」　　　　　　　真剣な面持ち

 

ホテルの食事　　　　　　　　　　　　　　　　　4日夕食はバーベキューで金コーチ特製焼きそば

 

「勇気を持ってチャレンジを」　金ADコーチ　金コーチのレクチャーは5日の朝に行われました
